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と し て まとまっ た た 行動 様 共 を も た ず , それ ぞ れ の 種 が 気象 , また は 時 間 の 変化 に 多様 な 反応 を 示 し た ・ 
従っ て 吸水 の 時 間 帯 も いく つか の ピー ク に 分 か れ た . タテ ハチ ョ ウ 科 の 種 は 前 2 科 の も の と 違い , 観 
察 場所 の 付近 に と ど ま っ て いる も の が 多かっ た せい か , 活動 の 時 間 的 変化 や 気象 条件 か ら 受け る 影響 
が 不明 瞭 で あっ た . 

種 ご と に 見 て も , 同じ Eurema 属 の キチ ョ ッ ウ (E.hecabe) と と ヒメ キチ ョ ッ リウ (E.ada), また Graphium 
属 の アオ スジ アゲ へ ハ (G. sarpedon) と ミカ ドア ゲ へ 類 の よう に , 吸水 の 時 間 帯 に ずれ が ある の は 興味 
深い こと で あっ た . 


12. 北 ボ ルネ ネ の 蝶 の 生活 (2) 一 一 吸水 時 の 蝶 は 何 色 に 引か れる か 
石井 実 ・ 常 喜 豊 (近畿 ) ・ 松 香 宏隆 (関東 ) 

熱帯 の 蝶 は 河原 や 路上 の 水たまり で さか ん に 吸水 行動 を 行う . 特に , アゲ ハチ ョ ウ 科 や シロ チョ ウ 
科 の 蝶 で は それ が 「 吸 水 集団 」 に 発達 する こと が ある . コレ クタ ー は し ば し ば , 河原 の 湿地 に 目的 の 
蝶 の 死体 や 色 の つい た 紙 , 布 な ど を お いて 蝶 を お びき 寄せ る . 吸水 に 集まる 蝶 は 自分 の 次 と 同じ 色 に 
引か れる の で は な い だ ろ うか . 

1981 年 8 月 。 ポ リン と クン ダサ ン に お いて 市 販 の 色紙 を 使っ て この こと を 確 め る 実験 を 行っ た . 映 
は や は り 種 ご と に 特定 の 色 に 引か れる 傾向 を 見 せ た ( 表 ). 次 の 色 か ら 考 えて 意外 と 思わ れる 種 も ある 
が , それ は 人 間 の 色覚 と の 違い か も 知れ な い . 最初 の 蝶 が どの よう に し て 吸水 場所 を 選ぶ か は よく わ 
か ら な い が , 後 か ら の 蝶 は 先 に 来 て いる 蝶 の 次 の 色 に 引か れる らし い . 似 た 色 で あれ ば 数 種 か ら 成 る 
吸水 集団 も る で き う る . この よう な 行動 は 2 頭目 以降 の 蝶 の 吸水 場所 探索 を 容易 に する と 考え られ る . 











種 名 - 自 黄 紺 黄 緑 青 水色 青 緑 黒 計 

Graphium doson ? 1 3 50 54 
ミカ ドア ゲハ 

G. sarpedon 1 4 4 9 
アオ スジ アゲ ハ 

G. gg の 777@77777O7 3 3 
ュ モ ンタ イマ イ 

C. antiphates 2 5 7 
オナ ガタ イマ イ 

G. stratiotes 7 7 
キナ バル オナ ガタ イマ イ 

Papilio acheron 2 2 4 
ア ケ ロ ン ア ゲハ 

Eurema 7 の 2 2 2 
ヒメ キチ ョ ツウ 

Catopsilia pomona 1 1 1 3 
ウス キシ ロ チ ョ ツウ 

Dercas verhuelli 1 1 
ト ガ リキ チョ リツ 

Appias sp. 1 1 
ト ガ リ シ ロ チョ ツウ の 一 種 

Cepora iudith . 2 2 
キシ タシロ チョ ツウ 1 

Nacaduba SD. 1 1 2 


ウツ ラナ ミ シ ジ ミ の 一 種 





13. ナガ サキ アゲ ハ の 遺伝 変異 阿 江 茂 (東海 ) 

ナガ サキ アゲ ハム (Papilio memnon) の 雌 の 擬態 型 の 遺伝 に つい て は 多く の 研究 が され て いる が , 本 
会 会 員 原 田 基 約 氏 が ダー ジリ ン で 採集 され た 同種 を , 特許 を 得 て 輸 入 し 南山 大 学 で 交雑 飼育 を 行っ た 
と ころ , 有 尾 の f. distantianus。 無 尾 白 紋 の f. asenor。 雄 型 の f. rhetenorina に つい て は , これ まで 
各地 産 の 型 に よっ て 調べ られ て いる 通り の , 同じ 遺伝 子 座 を 占め る 遺伝 子 に よっ て 支配 され , 第 1 の 
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型 は 第 2。 第 3 の 型 に 対し , 第 2 の 型 は 第 3 の 型 に 対し て 完全 優性 で ある と の 結果 と 一 致し た デー タ 
が 得 ら れ た . 又 こ の 飼育 中 ダー ジリ ン で 採集 され た 雌 の 直接 の 子孫 の 中 に 裏面 の 赤 紋 が 拡大 し た 個体 
( 赤 紋 型 ) が いく つか あら われ た の で , その 遺伝 様式 を 調べ た と ころ , 擬態 型 の 遺伝 子 の ある 人 染色体 と 
は 別 の 常 染 色 体 に 存在 する 劣性 の 一 遺伝 子 に よっ て 支配 され て いる こと が 確認 で きた . さら に Fi 個 
体 間 の 兄妹 交雑 か ら 和 白眼 の 個体 が いく つか あら われ た が , その 雄 の 精巣 は キイ ロン ョ ウジ ョ ウッ バエ の 
場合 と 同じ く 白 色 で あっ た . し か し と の 遺伝 様式 は 伴 性 遺伝 で は な く , 以前 に 演者 が 調べ た ベニ モン 
アァ ゲス (Pachliopta aristolochiae) の 白眼 ・ 白 精巣 の 場合 と 同じ く ( 未 発表 ), 上 記 二 つの 染色 体 と は 列 
の 常 染 色 体 に 存在 する 劣性 の 一 遺伝 子 に よっ て 支配 され て いる こと が 確認 で きた . 

また 本 会 会 員 有 田 和 充 氏 よ り い た だ いた 四国 産 の ナガ サキ アゲ へ の 兄妹 交雑 より , 緑色 が 全く 消失 
し た 茶色 の 幼虫 が あら われ た が , この 場合 も 常 染 色 体 上 の 一 つの 劣性 遺伝 子 に よっ て 支配 され て いる 
こと が 確認 で きた . な お 区 に は 褐色 型 と 緑色 型 に か わる 茶色 型 か あら われ た 





14. カラ ス ア ゲハ 亜 種 問 の 交配 実験 に つい て 第 一 報 脇 一 郎 ・ 伊 藤 正宏 (関東 )・ 内 藤 孝道 (九州 ) 

名 地 の カラ ステ アゲ へ (Papilio bianor) を 入手 , それ ぞ れ 交配 実験 を 行い , 興味 ある 結果 を 但 た の で 
報告 する . 

1. 沖縄 本 島 産 の 雌 を 用 い , a) 神奈 川 県 産 , b) 三宅 島 産 , c) 石垣 島 産 の 雄 と 夫々 交配 させ , 受精 
卵 を 得 た . 成虫 は , a) 6d6?, b) 24339% を 得 た が , 〇 に つい て は 4 令 に て 病気 発生 し , 映 に 往 る ま 
で に 全滅 した. な お , b) に つい て , Fi 同志 交配 きせ た が , 産 上 屋 せ ず , 雌 に 卵 が か なく Fs は 得 ら れ な 
か っ た 。 FI の 3 令 幼 虫 の 斑紋 は 両親 の 中 間 を 表わし , 奄美 大 島 産 の それ と 似る こと に 注目 し た い - 
また , F, 成虫 の 斑紋 は , 沖縄 本 島 産 の 影響 ひみ られ , と くに 裏面 で 著しい . 

2、 石垣 島 産 と 神奈 川 県 産 の 組合 せ で , それ ぞ れ 雌雄 を 変え 交配 させ た が , いずれ も 受精 , 見 事 な 
る 成虫 を 多数 得る こと が で きた . 性 比 に も 異常 み ら れ ず , ほぼ 1 対 1 で あっ た . いずれ の 組合 せ に つ 
いて も , Fi 同志 の 交配 を 試み た が , 産卵 せ ず , 雌 に 卵 が な く , Fs は 得 ら れ な か っ た . な お , Fi の 雄 
を 三宅 島 産 の 雌 に 交配 させ た と ころ 受精 し , 成虫 も 得 ら れ た . 

3. 三宅 島 産 の 雌 を 使用 し , d 神奈 川 県 産 , e) 石垣 島 産 の 雄 と 交配 させ , いずれ も 受精 卵 , 成虫 を 
得 た 。d に つい て は 。 Fi 同志 の 交配 , F の 雌 に 三宅 島 産 雄 を 交配 させ , いずれ ゃ 受精 卵 を 得 た . 越 
徹 の た め 成 虫 た つい て は 後 刻 報告 する . ©) に つい て は , 飼育 条件 の 履か 著しく 小型 の 成虫 を 得 た 例 
と 、 成虫 の 性 比 に 異常 が か み ら れ た 例 (23? と 15 越冬 映 ) の 2 例 が あっ た . Fs は 得 ら れ な か っ た - 





15. ルリ タテ ハ の ナ ワ バリ に つい て の 一 考察 渡辺 通 人 (関東 ) 

1981 年 7 月 28 日 か ら 8 月 12 日 の 7 日 間 , 富士 山北 角 に ある 富士 桜 高原 の 別 導 地帯 で ルリ タテ バハ 
の ナ ワ ベ バリ の 観察 を 行っ た . 

この 間 , 2 地区 で , いずれ も 別々 の 雄 に よっ て 占有 され て いた 5 例 の ナ ソ バリ が 観察 され た . この 
定点 観察 の 他 に 2 地区 を 含む 5.5 km の 道路 で セン サス 調査 を 4 日 間 行っ た 結果 , 最高 が 0.55 頭 /km, 
最低 が 0.18 頭 /km で あっ た . これ は 1973 年 に 同 地 付近 で 得 られ た 4.3 頭 /km に 比べ , 個体 数 密度 
が 低かっ た と と を 示し て いる . 

T 地区 で は 3 日 間 行動 疾 の 形成 が 観察 され た が , 行動 トレ ー ス ・ 活 動 点 の 分 布 か ら , 中 心 部 を 中 心 
に 時 々 周囲 に 向け て の 旋回 行動 を 行っ て いた こと が 判る . また , 3 日 間 の 行動 圏 の 面積 は 155 m*, 
149 m2 77 m2 で あっ た . この 行動 賠 内 で 7 月 28 日 に 1 回 , 8 月 3 日 に 2 回 の 侵入 個体 に 対す る 師 
飛行 動 が 確認 され た . これ は , 侵入 個体 に 気づい た 占有 個体 が , 侵入 個体 に 急激 に 近づき , 由 状 に ゃ 
つれ あい た が ら 10 m 程 の 高き まで 上 り , 水平 飛行 に 移っ た 後 , 侵入 個体 が 逃げ る の を 確認 する と 一 
気 に 急 降下 し て も と の 場所 へ 戻る と いう 行動 で あっ た . この 行動 か ら そ れ ら は ナ ワ バリ で あっ た と 判 
断 さ れる . 

TI 地区 で は 8 月 9 日 に , 100m の 範囲 内 に ある 三 地 点 を 移動 し て 占有 し て いた 雄 が 観察 され た . 
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